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要旨訓ﾉ1丸山遺跡における細文llJr代liij期以降の柚生史と人のiI｢i動を検討した。純文時代IifjlI1l以降の械生史は，花

粉化石群の1W位的な変動に雌づき７つの柿'|期にⅨ分され，下位よ')コナラ1''1脇・ブナを1そとする落葉広葉樹林期，

コナラmIi閥・ブナの縮小及び局所的なクリ林の拡大期，クリ林の拡大期，クリ林の優I1i期，トチノキ林の拡大期，ブ

ナ・コナラ亜属が優勢な落梁広葉樹及びスギ林拡大期，マツ林の拡大期が認められた。三内丸''1ムラが出現する前に

は，コナラｌＩｌｉ属やブナを主とする然災広災樹林が形成されていたが約S650yrBl)以降に伐採され，局所的にクリ林が

形成された。クリ林は，ムラの出現により拡大し約４８５０ｙｒＢＰ以降にほぼ純林が形成され，その後，数百年間にわた
り維持・符即された。すなわち，ムラの形成とクリ林が密接に関係していたことが|川らかとなった。縄文時代''1期末に

はトチノキ利用へ変化する兆しがみられ，クリ林の縮小とトチノキ林の拡大が集落の終崎と一致した。こうした生態系

史は平野を'''心として起こった変化であることが|ﾘlらかになった。クリ林は，細文時代Iiijlﾘlには少なくとも陸奥湾南部

沿岸の平野の各地で形成された。細文時代Iド期後1《のクリ林の縮小とトチノキ林の拡大は'11時|ﾘlに起こっており，気

候の冷涼化よりも，１１時の人々 の作期によるもので，トチノキ利用文化のＩｌＩ現による''1能ﾔ|きが11.ｉいことを指摘した。
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はじめに

三内丸山遺跡は規棋の大きな集落で，縄文時代前期中頃

から中期末の約１６００年間（辻・巾村，2001）の長ﾘﾘ1問に

渡り存統し，豊富な辿物が出l1した。遺跡は規模がただ大

きいだけでなく，住1,1}や墓域，ゴミ捨て場などの施設が長

期|ﾊlにわたって一定の場所に配慨され，計画的に災落がつ

くられていたことが分かってきている』また，辿跡は平坦

な部分のみでなく，台地を開析する谷や台地斜而も含んで

いる。ｆｉ地斜面は生活ゴミの捨て場として利川され，低湿

地のため大量の土器とともに移しい柿物遺体や動物遺体が

出土した”

この遺跡の一部の洲査区において柚物化石群や鰍'汁，魚

'冊，昆虫化石などの分析結果が鞭告されている。安田

(1995）は，４７００～４３００年前を除く，５５００～５０００年

前の細文時代前1ﾘ|と，４３００年前の純文時代｢''111|の一時

期，４０００年前以降の純文時代後1ﾘlに人がクリ林を作り出

したことを指摘した。第６鉄塔地Ⅸの調査は，純文時代前

期中葉から末葉にクリ属に落葉広葉樹が混生する柿生から

クリ胴が優占するlWkへと変化したこと，木製,1,1,・加_L木

でクリ材が最も多く，炭化材では約８割がクリ材であるこ

と．人型植物遺体ではオニグルミや，クリ，キハダ，ブド

ウ脇，サルナシ，ニワトコ属など産出した分類群の多くが

資源として利用され，種子・果実辿体が人為によって廃棄

されたものであることを明らかにした（青森県教育庁文化

課，1998)。また，佐藤（1999）はＤＮＡ分析から三内丸

'11辿跡から出l畠したクリの遺伝的ばらつきが少ないことか

らクリの栽培の可能性を示した。このようにクリ林が形成

され戒培されていた111能性や柿物辿休の多くが人為により

利川され廃棄されたものであることが明らかにされてきて

いるが、三内丸111辿跡全体の土地利用や生態系の時|H1的・

空|H1的変化を解明するには至っていない。

TIf森平野周辺の光新世の植生史は，八甲田山の湿原を

中心とする多くの花粉分析により，｜|｣地においては概ねlﾘｌ

らかになっている（Yamanaka，1978;辻ほか，1983:守田，

1987など)。青森平野では，遺跡洲行に伴う環境復元のた

めの花粉分析・大脳植物化石分析・木材化石分析などの

洲i'１§（青森県教育庁文化課，１９９８：後藤・辻，２０００；青

森ﾘ,Ｕ1M蔵文化財センター，２００４など)，ボーリング洲査試

料の花粉分析（Yamanaka，1979)，横内川遊水地の埋没

林の洲査（Noshiroeta1.,2002）などが行われている。特

に，青森平野南部の扇状地にある火矢沢では細文時代前期

以降の花粉分析が行われ，約５０００～４５００年前にクリ属

やウルシ属の林が拡大し，約４５００年前頃から縮小してコ

ナラjlli属やトチノキ脳を主とする落葉広葉樹林に変化した

ことが明らかになった（後藤・辻，2000)。しかし，平野

周辺には北八甲''1から続く丘|凌や，ｆｉ地，扇状地，三角州

性低地など多様な地形を含んでいるため植生を空間的に復

元するには至っていない□

水遺跡では広大な而積の発Mll洲衡が行われて集落の構

造と変遷が捉えられており，集落の施設に隣接する湿地に

は，縄文時代前期皿から現在までほぼ連続する低湿地性

唯植物が堆積していて，生業に伴う盤しい植物辿体を含む

ことから，人と''1然のかかわりを時間的・空|H1的に復元す

ることが可能である。そこで兼行らは，三内丸'11遺跡の形

成に伴う生態系の変化と人の活動を明らかにすることを目

的に，花粉化石榊と珪藻化石群の噌位的な変動を調査した。

さらに青森平野における縄文時代前期の人の活動を明らか

にするために,大矢沢野田(1)辿跡において後藤･辻(2000）

が分析を行っていない遺物包含１脚の花粉化石群の調査も行

った。

なお．‐部の洲査地については辻（1995)，吉川・辻

(1998)，青森ﾘ｢!;．Ｈ本公園緑地協会（1998)，TIf森県教育

庁文化課（1999）に予備的に公炎されているが，ここでは

三内丸山遺跡における植生史を復元するためにそれらの資

料も含めて記載した。

調査地の概要

二内丸山遺跡は青森平野西部側のＪＲ'if森駅の南Iﾅ１１方約

４ｋｍに位置し，北八甲田連峰から統〈火砕流によって形

成された丘陵の先端の段丘１２にある（図１)』これまでの

発Ⅲ||調査成果から，本遺跡は純文時代前期中葉から中期末

葉までの長期にわたって営まれた''1筒土器文化期の拠点的

なムラであることが明らかになっている。ムラの変遷は｢'「

いほうよりＩ，Ⅱ，ｌⅡ’１Ｖ，Ｖ，Ｖlの６期に区分され，各

時lﾘlのムラの椛造は以下のように復元されている（岡Ⅱ1,

2002)。

第１期ムラの出現（縄文時代前期中頃；円筒下層ａ・ｂ

式土器）

この時期には北地区を中心にムラがつくられ，耐地区ま

では広がっていない（図１)◎ムラは，住居や，蕊，貯蔵穴，

拾て場，道路などの施設からなる。住居は「北の谷」の西

111Ｉから台地中央の平地部にかけて構築され，貯蔵穴は住ﾙ{＋

の近くに点在し，袷て場が沖飢川に面した斜而や「北の谷」

に形成される。

第Ⅱ期ムラ拡大の兆し（縄文時代前期末頃;円筒下層ｃ・

ｄ式土器）

第１期と同様に北地区を巾心にムラが形成され,｢北の谷」

の東側にも火刑住111}がつくられる。捨て場の規模も拡大し，

ムラの拡大がみられる。
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図１言内丸11|遺跡の遺柵分布と分析試料採取地点（青森県・’'水緑地公|刺協会（1998）に加筆)‘

第111期拠点的ムラの出現（縄文時代中期前半；円筒上

層ａ～ｃ式土器）

ムラの規模が拡大し，北地区全体に広がる。’||立柱建物

や大型掘立柱建物，盛り土などの施設も構築される。人剛

住居が台地il-i央部に構築され，北，南，四の各盛り土がほ

ぼ同時期に形成され始める。また，｜i水を川いた人型掘立

柱建物も台地の｢ﾉLi側に>構築されたと考えられている。

第１Ｖ期巨大なムラの完成（縄文時代中期中頃；円筒上

層ｄｏｅ式土器）

ムラが鮫も拡大し，北地Ⅸと南地区の全域，および近野

地区に住A1+が構築される。各搬りｌ鳥も大型化し，台地中央

や南盛り土函側に抑位柱建物が，台地の北西側に大型掘立

椎建物が造られる。貯蔵穴も人珊化し集落の外側の斜血に

密集して造られる。

第Ｖ期ムラの衰退（縄文時代中期後半；榎林式・最花

式土器）

ムラは拡大するが，これまでのような施設配悩の規則性

が崩れ始める。大狐住居は台地中央にも造られるが，近野

地区にも進られ最も大型化する。貯蔵穴も大型化し，南斜

liliにも造られる。この時期には環状配ｲ｢蕊が多く造られる。

樵りこは形成されるが，その規模は縮小し，この時期以降

には形成されない。

第Ｖ1期小さなムラへ（縄文時代中期末葉；大木１０式

土器）

ムラは縮小し，北地区の北西側に主に造られる。ムラは

住届や，土坑，埋設土器などから構成され，明瞭な劉淵利

用が見られなくなる。

以上ように２内丸IIl遺跡は，長期間にわたり継続して定

住生活が営まれた規模の大きなムラである。さらに，施設

設慨に規則性がみられ計山的なムラづくりが行われてきた

ことがわかってきている。

調査地と層序

乏内丸山遺跡の堆積ﾙｻには，風成層と，水成膳，人為的

堆稚膳があるため，遺跡全細体を通した詳細な屑序は.'Xって

いない。しかし，放射性炭素年代や土器編年により恥漬物

の詳細な編年が行われ，地層の対比は概ね明らかになって

いる．この遺跡の層序と編年については辻・中村（2006）

に詳述されている。

三内丸山遺跡の調査は，ムラの牛態系を時間的・空間的
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に復元するために,北の谷と，第６鉄琳地区,第６次洲査区，

埋没谷，南地区ｌトレンチ，南盛土，南の谷Ｃ・Ｄ，第８

次調査区のＰｌ～Ｐ９の９地点で行った（図ｌ)。９地点の

内訳は，捨て場である「北の谷」や，沖館川にmする台地

北側斜面，細文時代前期から現在までﾊ11地であった「南の

谷」など，低湿地性堆積物を中心とした８地点と，風成堆

械物であるが生業と係わりの深い「南嘘_k」である。試料

は「南の谷」を除いては発伽調査トレンチの壁而から採取

した。「南の谷」では，Ｉ|経６０ｍｍのシン．ウォール．サ

ンプラーを川いたボーリング調査により不撹乱試料を連続

採取した。主要な調査地点の地質柱状図と各地点の対比を

|叉'２に示す”また，大矢沢野田（１）辿跡では露頭の|,l筒

下噌ａ・ｂ式土器包含屑から試料を採取した。

各地点の概要は以下のようである。

l「'1に開析された谷である。この谷は，Ｚ内丸山ムラの居住

|ﾙl始直後から捨て場として利川されていたことがわかって

いる。谷の１１'は低湿地性堆横物により埋積され，堆積物中

には植物遺体や動物道体などの生業に伴う生活ゴミが多量

に含まれる，また，道路や土研め用の杭列が構築され土器

も多量に包含される。遺物は整理段階のため各ﾙｻと土器形

式との対応はついていない。

Ｐｌは谷の出|'にあたり，堆積物は上位よりＳ，Ａ，Ｂ，Ｃ，

D，Ｅの６h1に区分され，５８９０～４６９０ｙｒＢＰの放射性炭

素年代が得られている（図２；辻・'|]村，2001)。Ｅ層は

中粒砂，ＤＩＷは黒褐色木本泥炭と｢'1～粗粒砂，Ｃｌ弾は黒

色有機質砂と砂慨Ｂ牌は無褐色木本泥炭および泥炭質泥，

Ａルオは砂牒ないし砂篠を多く含む有機質泥，Ｓﾊは照褐色

泥炭および有機質泥から椛成される。Ｂ層上部には砂と炭

片のラミナが狭存し，ＡＩ何の砂牒層の肢下部にクリなどの

'１'h物遺体が符集する。放射性炭素年代によると，この地点

の堆積物は三内丸山ムラの出現前の時期から第１．Ⅱ期で

1．Ｐ１：北の谷

「北の谷」は調査区の北部にあり，沖館川に面した北方

Ｐ８
南の谷

Ｐ７
南の谷、１

０－ P５

南地区１トレンチ

草本泥炭｜州｜土壌

吊

回植物遺体｜工土器
ﾛﾆﾜﾄｺなど種子密集

１－

(Ｈじい-112343）

（Iりし伽･'12344）

図２三内丸'11遺跡の低湿地性堆積物のiYi序．
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ある円筒下層式土器の時期に相当する。試料はＤ～Ｓ層

の２７屑準から採取し，花粉化ｲi僻は全刑准で．雌藻化ｲｉ

群は２１屑準で調査した。

２．Ｐ２：第６鉄塔地区

第６鉄塔地区は沖館川に面したfi地北斜1ｍに位間し，ム

ラの出現以降に俗て場として利川されていたに,斜Ii'iを覆う

堆積物は，低i1,,1地性堆砿物からなるため仙物遺体や，動物

遺体，水製品などの有機質遺物も多量に含まれる。堆積物

は上位からＩ～ＶI層に区分され,Ｖｌ層に''1筒下層ａ式|f器，

Ｖｂ層に''1筒1,.l1Yib式土器，１Ｖ胴に円筒卜層ｂ～ｄ式上

器が包含される（図２)”なお，節６鉄琳地区のl1IIi物遺体

や動物遺体については青森県教育庁文化課（1998）に予

備的に公表されている。

Ｐ２の試料は，斜面下の地点Ａスタンダード・コラムの

1Ｖ～ＶI層より分割した９試料である。堆積物は、Ｖl層

は黒色ｲi機質泥および暗褐色砂質ｲ１機質泥，ＶｂＩＷは暗灰

色砂質シルト，１Ｖ層は陪灰色シルト質極細粒砂からなる。

ＶI層には動植物遺体が多く含まれニワトコなどの柿ｆ密集

届が狭征し，Ｖｈ届には多賦の土器が包含され下祁にニワ

トコなどの種子密集層が狭在する。堆積環境はＶI肘とＩＶ

ｌＷで異なり，ＶIル1は地表面が湿った環境であるが1Ｖ層で

は無機物の流下・搬入が杵しい沼沢的環境が推定されてい

る（村111．辻，1998)。ＰＺの花粉化行群はilflll･辻（1998）

の結果をIlj録した。

3．Ｐ３：第６次調査区

第６次調査区は遺跡の北部の沖館川にliIiする台地斜面

にある。堆積物は斜面に沿って堆積し厚いところでは約

２ｍに述する（Ｍ２)。堆横物は上位よりｌ～４２胴に陛分

され，円筒下屑ｄｌ式土器から最花式土器が確認され（小

嬢原，1977)，’'1筒上層ｃ～ｅ式土器は含まれない，ここ

では花粉化石群の調査を２６層準で行った。分析屑準の堆

積物は，２０層より下位が主に黒褐色砂質シルト，１６～１８

層が灰焚褐色砂質シルトに炭を多く混入，１３１筒よ')上位は

暗褐色ないし褐色砂質土からなる。

４．Ｐ４：埋没谷（池）

埋没谷（池）は「北の谷」の西側，「北磯|き」の北側に

位置する“谷を11'1積する堆積物にはラミナが認められ，地

層は北東方向に傾斜しているが谷の出１１は無く，磯|農に

より堰き止められた形となっている．堆砿物は，陪褐色な

いし黒褐色ローム質シルトおよび黒色ローム質泥からなる。

遺物が含まれていないため時期は不明であるが，「北盛土」

北側の台地上にあって何らかの||的のために人為的に構築

された施設である。花粉と珠藻化ｲLi群の調査は，上位より

No.１，５，１０，１５，２０，３０，３５，４０の８層準で行った。

５．Ｐ５：南地区１トレンチ

南地区１トレンチは火西方向に開析された「南の谷」の

南側の斜面に位置する。基盤のロームを笹う堆砿物は主に

土壌からなり．層厚は約６５ｃｍと薄い（図２)。ここでは

上位よりＩ～1Ｖ層と仮称する”１Ｖ暦はjiL盤の褐色ローム，

ⅡI肘は褐灰色粘'二質上，Ⅱ屑は蝶褐色粘土質土，Ｉ層は

黒色粘土質土からなる。Ⅱ|曽からは縄文時代中期末（大木

１０式'2器）の喋穴住居跡が検lllされ，１１Ｗはi'｢代以降の唯

積層である。花粉化石群の調査はＩ～IⅡ層の５脚準で行

った｡

６．Ｐ６：南盛土

機上は「北の谷」の西側（北搬'２）と,I恥Ⅲ（Ifi盛ｔ)，

集落ilLi側(1)ti磯lを）の３か所で構築され、形成は縄文時

代１１１１ﾘl前半に始まりに'11ﾘl末で終ｒする“僻上は継続的な廃

棄により形成されたもので，ロームや，炭化物，焼ｔなど

からなる廃棄叩位が屑としてみられる。膿土からは上器や

石器が多数出'冒し，祭iiil-l遺物や装身具熱などもl''上するこ

とから，‐単なる捨て場ではなく，祭祁や儀礼の場，あるい

はそれに伴う廃棄の場などの可能1雌が考えられている。

調奇を行った南盛土は，ＩＩｌ筒上層ｂ式上器から最花式

上器までを連続的に包含し，概ね南北方向に伸びた台形型

で，北端の東側は角状に突きＨｌる。盛|皇は厚いところでは

約２ｍに達する。

花粉化石群の洲汽は，上位よりＮｏ．ｌ～１０の１０層準

で行った。分析試料は，ロームを〃材とする上壌からなり，

炭化物の含伊Iiの違いにより暗褐，黒褐，オリーブ黒，黒

色の色洲を呈する。

７．Ｐ７・Ｐ８：南の谷

「南の谷」はこの遺跡の中央から南部に位置し，ほぼ中

央を火両方向に開析する比較的大きな谷と，台地東部を南

北力|Alに開析し谷奥で南|ﾉljと南東方向に分岐する谷からな

る。縄文時代I|'期中葉（第１ｖ期）には「南の谷」の周囲

に住)11|域が展|)Nしていた。「南の谷」では発掘洲i11fが行わ

れていないためボーリングによる試錐調fffを行った。４地

点でボーリング洲査を行った結果，谷中は３～５．５ｍの低

湿地性堆積物により埋枇され，各地点でほぼ同様の屑相変

化を示し，大きくは３１吋に区分されることがわかった。こ

こでは便宜的にＬ位よりＡ層,Ｂｈ１,Ｃ屑と仮称する（図２)｡

ｃ隅は灰色｢'1～概粗粒砂を主体とし有機'訂シルト蘭砂や黙

褐色ｲi機質泥からなる。Ｂ1首は黒褐色水本泥炭と有機質泥

からな')，谷奥のＰ８地点では肢下部は灰色中～柵11粒砂

ないしｲｧ機質シルト質砂からなる。泥炭I『の形成はＣ地点
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で早く，谷奥のＰ８地点で遅れる本牌の層厚はＣ地点で

約３ｍに達する。Ｂ層にはトネリコ届やアサダ，ノリウツ

ギなどの木材が含まれ，特に最上部には佳２０～３０ｃｍの

トネリコ属の根材やアサダの幹材が含まれる（i森県・Ｉｌ

本公陳l緑地協会，1998)。また，Ｂ肘肢上部に含まれる木

材化石の上面の風化は著しく，削剥ないし一時的に乾陸化

した叩能性がある。Ａ層は黒褐色草本泥炭からなり，1,.部

に白頭|||苫小牧テフラ（B-Tm）や|･和|Ⅱａテフラ（Tb-a）

が狭在する。Ａ隅の層厚は各地点でほぼ同様で約２ｍであ

る。なお,｢南の谷」の層序や花粉化石群については青森県・

日本公|刺緑地協会（1998）に予備的に公表されている。

「南の谷」ではＰ７・Ｐ８の２地点のコアから花粉用試料

と年代測定試料を採取した。放射性炭素年代測定は、Ｂ・

Ｃ届から産出した木材化ｲiと種子でＡＭＳ法により行われ

た（青森県．|｣本公園緑地協会，1998)。補正'4Ｃ年代と

して，Ｃ屑から５４４０±６０ｙｒＢＰ（Beta-110023）と５９００

±６０ｙｒＢＰ（Beta-llOOZ4)，Ｂ層では~ﾄ゙位より５１２０±６０

yl･ＢＰ（Beta-110022)，５０１０±６０ｙｌ･ＢＰ（Beta-110021)，

4450士６０ｙｒＢＰ（Beta-llOOZO),２９９０±S０ｙｒＢＰ（Beta‐

111917)，１９４０±S０ｙｒＢＰ（Beta-110018）のiilIiが得られ

ている(図２)。花粉化石群は鈴木(1998)の結果を再録した。

８．Ｐ９：第８次調査区

大人の裳域の東端にあり，両方向に開く谷に位置する。

谷中の堆積物は低況地性堆横物からなり，縄文時代中期末

(大木１０式１２器）の墓を笹う｡ここでは便宜的に上位より

I～Ｖ咽と区分する。Ｖ|『は灰白色砂蘭ロームないし砂質

シルト，１Ｖ層は|肝灰色付機質泥，ＩⅡ届は黒色ｲi機質シル

トないし分解質泥炭，Ⅱ刑は褐色未分解草本泥炭，ＩI啓は

黒色有機質土からなる。１Ｖ層|食面は撹乱される。Ⅱ屑下

部にはＢ－ＴｍとＴｂ－ａテフラが狭在し，雌下部には炭化物

の密集した薄屑が分布するなお，１Ｖ層下部には縄文時

代中期末の遺物が包含されるとみられる。花粉化石群の調

査はＩ～1Ｖ層の１８層準で行った”

９．大矢沢野田（１）遺跡

火矢沢野田（１）遺跡は，三内丸'11遺跡の宋方約６．５

kｍに位悩し，１１f森平野1洲Iの扇状地にある。ここでは扇

状地を開析する「縄文の谷」から埋没林と遺跡が発見され，

縄文時代前期以降の植生史が報告されている（後藤・辻，

2000)。また,細文の谷の縁では,｜和旧中撒テフラ(T1o-Cu）

より上位で円筒下肘ａ・ｂ式土器包含ﾙｻが確認され，遺物

包含|帥の炭化物から４９８０±４０ｙｒＢＰと５０５０士４０ｙｒＢＰ

の年代が報告されている（辻・中村，2001)。

調査は「縄文の谷」の南壁に露出する縄文時代前期の辿

物包含Ⅳ1とその上下の層で行った。唯積物は大きく３層に

区分され，下部肘は砂牒が優占する泥，中部順は黒色砂質

泥，１２部層は黒褐色分解質泥炭と弱分解質泥炭からなる。

試料は上位よりNo.１～１０の１０ル'|唯から採取し，No.ｌ

～２がＬ部屑，No.３～１０が中部|『＃である。’'１部屑には

円筒1､f層ａ・ｂ式ｋ器が包含され，このうちNo.３．５．８

には辿物が密集する、

試料と分析方法

花粉化ｲLiのlllll+|は，試料１～Ｓｇを川いて１０％ＫＯＨ

処理後に傾斜法によりＷｌ粒な植物遺体と砂を取り除き．

48％ＨＦ，比亜分離して（流８次洲州Ｘを除く)，アセトリ

シス処flMを行った。プレパラート作製は，残流を適鼓に希

釈しタッチミキサーで十分撹枠後，マイクロピペットで取

りグリセリンで封入して行った。各地点より産出した分類

群とその個数を付表に，jjL数が１００個を超える試料につ

いては12要花粉の層位的な変動を図にまとめた。出現率は，

ＰＳ地点（南地区ｌトレンチ）を除き，樹木は樹木花粉を，

草本・胞子は花粉胞子数を基数として白分率で算出した。

Ｐ５地点は，樹木花粉数が少ないため，樹木についても花

粉肥ｆ数を基数とした。図表中で絃I数の分り:１Ｗをハイフン

で結んだものは，分類群間の区別がlﾘl確でないものである。

バラ科Rosaceaeとマメ科Leguminosae花粉には樹木と草

本起源があるが区別が|水|雌なため仙今i:的に蔵本花粉に一折

した。

ムラの出現に伴う生態系改変の解i涜精度を商めるために，

花粉化行群が大きく変動する「北の谷」のＢ・Ｄ層におけ

るpolleninflux（１年|Alにｌｃｍ２あたりに堆砿した花粉流

入昂）と微粒炭吊の変動を求めた。微粒炭htは．デジタ

ルカメラでプレパラートの皿微鏡ill'i像を取り込み，ｍ像解

析ソフトＮＩＨｌｍａｇｅで微粒炭の面積を測定し，１年間に

１ｃｍ』あたりに堆積した微粒炭の積算而積を求めた◎また，

Ｂ・Ｄ屑では１１附物が均蘭でないため堆積速度を補正した。

堆積速度の補正はMiddeldorf(1982）と紀藤･瀧本(1999）

に雌づき，花粉流人量の変化が少なく百分率の変化も少な

いcxtra-local要素を流人唖が一定なタクサと仮定して補

正を行った。ここではサワグルミ属Ｐ花γocαγ)'αとニレ脳一
ケヤキ属Ｕ/"I"S-Ze股Ｃｌﾉαをほぼ一定に堆積した分類群と

仮定した、サワグルミ届とニレ偶一ケヤキ胴の累積花粉含

有型と砂層（Ｃａ，Ｃｂ，Ｄａ層）を除く堆積物の深度の州関

関係はＲｚ＝0.987と高い正の相関を示し，ほぼ一定の流

人昂で堆積した分類群と判断した。なお，大矢沢野田（１）

遺跡の微粒炭最は，堆積速度が不'ﾘlなため１ｃｍ3あたりの

積算而積で求めた。

有機物量の変動を調べるため花粉分析ＩｉＹｉ準において強

熱減』,言iを測定した。強熱減量は，地気マッフル炉により

750.Cで３時間強熱し，強熱による減量を乾燥lE量百分率
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で算出した。

珪藻化石ｲWiの調fiﾐは北の谷と埋没谷の２地点で行った。

処理は，乾燥試料を秤量し，約１５％の過酸化水素水を加

えて加熱し，反応終ｒ後に水洗を４～５回繰り返した。プ

レパラートは，適当な濃度に調整した珪藻懸濁液０．５ｍｌ

をカバーグラスに滴下し乾燥させ，マウントメディアで封

入して作成した。同定と計数は，珪藻殻が半分以上残った

個体について２００個以上に達するまで行った。各地点より

産州した珪藻化石群とその個数を付表に，主典珪藻の屑位

的な変動を側にまとめた。古環境復７|jのための指標として

小杉（1988）と安藤（1990）の環境指標種群を参考にした。

く伴う。またクルミ届んｇＩα'２sや，クリ属ｃａｓｚ",”，ニレ

属一ケヤキ属，キハダ属Ｐﾙe"o"”c,ﾙ,o７７，カエデ属Aceγ，

トネリコ属Ｆ７”加郵sなどを純かに伴う。草本ではイネ科

Gramineaeが１０％前後をIliめるが他の分狐群は稀であ

る。ＫTIIはコナラ而胴とブナの減少により特徴づけられ

る。ハンノキ臆Ａﾙ”sやクルミ属の城度が高くなり，上部

の一部の層準でニワトコ属Sα77?b"c"sやクリ脳が比較的高

率となる。KTLIllはクリ属の琳加と優,17により特徴づけら

れ，クルミ属が変動しながらも比較的高率に伴う。コナラ

亜属はＫＴＩIよりさらに減少し，上部では低率になる。減

少する分類;群が多い'-1'で，キハダ属とウルシ偶Ｒﾙ"sが低

率ながら連続して産州することは注目される。草本では抽

水植物のミズバショウ属Ｌﾂﾉs1icﾙ"o〃が比較的多くを,Iiめ，

カヤツリグサ科Cyperaceacやイタドリ節PO6Igo7”7?sect・

Ry邦o”oγiαが一部屑準で多産する。KTLIVはクリ属の著
しい優,'Tにより特徴づけられ，クルミ胴を伴う。草本では

ミズバショウ価が稀になり，下部ではクワ科.Moraceacが，

上部ではカヤツリグサ科が幾分多くI[iめる。

２）化粉流入鐙と微粒炭量

Ｂ・Ｄ層の主要花粉流入量は，各分類群のrj分率の僻位

的変動と概ね瓶似する（図４)。すなわち，KTLIでコナラ

茄属が優,'Tし，ＫTIIでコナラjMI属が急減してクルミ胴や

結果

1．Ｐ１：北の谷

１）花粉化ｲ｢群

主要樹木花粉の層位的産出にもとづき下位よりKTI，

１１，１１１，１Ｖの４つの花粉化石群帯を設定した（図３)。各

花粉化石群'階の境は，放射性炭素年代に基づきＩとⅡが

約Ｓ６５０ｙｒＢＰ，Ⅱと111が約Ｓ０３０ｙｒＢＰ，111と1Ｖが約

48ＳＯｙｒＢＰである。

KPIは，落葉広葉樹のコナラilli偶ｇｚ‘eγc"ssubgen・

Le”o6a/”Iﾙzsが優｢I↑し，ブナＦ‘zg"Ｓｃγe“”を比較的多
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２．Ｐ２：第６鉄塔地区

花粉化;ｲ｢群の〃,i位的な変化に雄づき，ド位よりRTL､1,

11,111の３つの化粉化ｲi群州を仙fi:的に設定した（|叉'６)。

R塀Iはクリ偶の艇,'iと，コナラIIi胴やハンノキ属，および

ゼンマイ偶ＯＳｿ77ﾉ"Z｡αなどのシダ植物脳･fPteridophyta
の比較的１．５率な産ＩｌＩにより特徴づけられる。ＲTIIはクリ

偶や，コナラⅢ偶，クルミ脳，ニワトコ属の高率ないし比

較的高率な産出で特徴付けられ，キハダ届やウルシ属が連

続して産出する。RTLIIIはクリ脇の圧倒的な優占で特徴づ

けられ，ili洲なﾙ'1成を示す。

ｍ
｜【

Ⅲ

Pli7”""γ/ａ６ｏγ”ﾉﾉsの咽||により特徴づけられる。そのﾙ１１

成はＩ帯に類似する。

１Ｖ帯は，’'1～1,.流性河川指標匝群のＡＣﾙ７２α7?rﾙ８ｓ/α"‐

“oﾉα”やＭｇγ』｡/<）７７ｃ/7℃"ﾉ"ｅｖａｌ:co7zsか/c”，およびＣａノー

o7犯応や,りゆﾉo"e/ssﾙﾉlﾌｏＵａ/ｉｓ,G077秒ﾙo77e77zaa777oe7zz"77.

1〕ii〃7'wﾙﾉγ/〃ｓｒｏ７"“o/)ﾙ()噸といった多様な広布種によって

特徴づけられ，陸域指標祁群は鯛llしない。沼沢湿地付着

催指標価や陸域脂,際,脈といった水深の浅い止水生を好む砿

群が稀である。

ｖ帯では，沼沢iIHl地付芯'1ﾐ指標種群のＣ〕"？笹6e"ααsPgm

やＰ”7"/αﾉ,/αｇル6α，陸域指標jIi群のＤ幼ﾉo7zeiscﾉﾉli”α７

や，Ｈａﾉzｫzscﾙﾉ‘7αﾉ7幼ﾙﾉo範〕's，Ｐ”7"/αﾉ･ia6o7'9α"s，およ

び高屑柵原指標柿のＥＪ"7o"αexig‘‘αといった淡水性価

群が卓越し，下部で汽水'|畠種のＡ７”ﾙomco77277z"”αや
NlhfZscﾙﾉacoﾉ7ガノ"””が期|:Ｉする。沼沢湿地付着'|ﾐ指標職

群，陸域指標稲群および,制剛Ⅱ腺指標種を主とし，好流水

性の種群の産出が認められない。

１

Ｊ
》
‐
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二
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卿
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クリ属が漸琳し，上部でクルミ胴が多産する。Ｋ]CIIIでは

クルミ属に遅れてクリ属が急蛸して優占することが認めら

れた。微粒炭量は，KTLIでは少ないが，ＫTIIではコナラ

則掘の減少と相反して蝦しい',I:になる。そのｋ位では減少

してＫｒｌｌｌ部とKTIIIで１W減するが，KTLII下部ほど多

くはならない。

３）珪藻化石群

雌藻化７１Lf群の屑位的変化および蝋境指標柿の変動に基

づき，下位よりＩ～Ｖ梢の５つの雌灘帯を設定した（図Ｓ)・

Ｉ帯は，’'1～下流性河川指標‘砿群のＡＣﾙﾉz‘7"ｵﾙｅｓ/α"ＣＧＯ‐

ﾉ"αやＭｅγ/djo77c/γα/ｌｉａｅｖａｌ;ＣＯﾉ7sか/αα，Ｗ{沢湿地付着生

指標種群のCy77z6e"αａｓ"どﾉz7，淡水産広ｲij稲のＡ"ゅﾙo、

ノルycaやｃ〕ﾉ7"6e"α/"/77/血および微賦ではあるが尚屑湿

原指標種であるＥ""o"αＧ,Wg"αの産出によって特徴づけ
られる。中～下流性河川指標砿群や沼沢湿地付着生指標種

群などが比較的多い。

ＩI帯は，ｉ+'～下流性河川指標砿昨のＡＣﾙﾉ7‘77z1tﾙｅｓ/α"‐

ＣＧＯ〃”やＭｅγ域ｏ７７ａγａ１Ｉ“ｖa１．．ＣＯﾉ7sｵγ/α"，沼沢X'&地付

着生指標極群のＧｏﾉ７ゆﾙoﾉ7eﾉ71ααα/”"”"77,陸域指標種

群であるＨα"tzscﾙﾉα””ﾙjo師ysやＰｊ"ﾉz"ﾉ､!γjia6oγ”"sの

産出により特徴づけられる。ｌ'||}と比べ''1～ド流性河川指

標匝群の比率が下がり，沼沢湿地付綱三桁採種群や陸域

指標種群の川現率が１１くなる。

ⅡI帯は，中～下流性河川指標砿群のＡＣﾙﾉ7α"ｵﾙｅｓﾉα"‐

ＣＧＯ/α”やＭｅγ/dlio〃ｃ/γα"“wlr・ＣＯﾉzsZγzαα，沼沢加地付

着生指標種群のＣ〕ﾉ7776e"αａｓ"9噸や，Ｇｏ"功ﾙo7ze77'1ααcﾙﾒー

ﾉ7z"z”"刀,Ｐ”z"ﾉαﾉ．/αｇ/６６α,I矧餅IIlI原指標砿でのＥｚ"zoｵﾉα

e噸"α，陸域指標砿群であるＨα"IIzscﾙﾉαα777"ﾙﾉαＷＳや
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図４「北の谷」Ｐｌ地点の主要花粉堆積賦と微粒炭{1tの分ｲlilxl．
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図７第６次調査区Ｐ３地点の主要花粉分布図
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強熱減壁が９～１７％（11.5±1.9）で変動し，全般に無
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2つの花粉化石群帯を設定した（図７)。RJ-Iは，雌下部
の４２層が相当し，クリ属が高率をI上｢め，落葉広葉樹のコ

ナラ亜属とブナを伴う。RJ-IIはクリ属の著しい優,Liにより
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ニワトコ胸が低率ながら多くの試料で産出し，上部でウル

シ偶が概ね連続して産出する。草本は上部でタンポポ亜科

Ligulifloraeが高率を占め，湿生柚物のミズバショウ属も
産出する．
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イネ科Gramineaeやタンポポ亜科，セリ科Umbelliferae，

クワ科などが産出している（付表６)。それ以外の層準では

花粉は稀である。花粉の保存は全般に悪い。
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リ特徴づけられる。サワグルミ胴一クルミ属はSTC-IとｌＩｉｌ

様に比較的多くＩｌｉめるが，ニワトコ属やウコギ科は稀にな

る。草本では湿生植物のミズバショウ属が多く占め，カヤ

ツリグサ科や，ガマ脳乃Ijlﾙα，ツリフネソウ属〃””g"ｓ
を伴う。STC-IIIはクリ脳の著しい優占により特徴づけら

れる。ハンノキ属やコナラ亜属を除く分類群は稀になるが，

こうした''１でウルシ肌の述続した産出は注'二|される。ミズ

バショウ脳が比較的多く，シダ柚物胞子が商率に産出す

る。STC-IVではトチノキ胸が;Wll｣し高率ないし比較的尚

率を占め，クリ屈は減少し稀になる。上部ではハンノキ価

や，コナラTlI堀，クマシデ屈一アサダ属Ｃａγp加"s-Osｫγyα，
トネリコ胴lqmi郎加"s，ニワトコ胴の頻度が高くなる。トチ

ノキ属が贈加しクリ脳が減少する胴準では強熱減量が減少

することから，谷''１に供給される無機物量が多くなったと

みられる。章ノドは稀であるが，シダ植物胞子が上部で多く

占める。STC-Ｖはブナの比較的而率な産出とスギＣγy"‐

ｔｏ碗eγ,Iα/”o,zjcaの増加により特徴づけられる。トチノキ

属や，ハンノキ偶，トネリコ属は減少し，イネ科やカヤツ

リグサ科が多く,｣:iめる。またヨモギ属Ａ７･te77"ｓｌｉａやシダ,liiIi

物胞子も上部で多くなる。STC-VIはマツ属複維管束亜脱

Pj7”ssubgen.Ｄ妙ｊｏ虻γﾉoﾉzの琳加により特徴づけられ，ス

６．Ｐ６：南盛土

有機物量が'０～’8％で変動し，概ね'０～’3％と無

機物に富む堆積物である。風成堆枝物のため花粉の保存

は著しく悪く，微粒炭が||立つ。簾川した分類群は，樹木

ではブナとクリ属，草本ではセリ科とタンポポ皿科などで，

その他シダ植物胞子が僅かに産川した（付表６)。この中

ではクリ属が少ないながらも多くの,試料で産出し，特に殿

下部のNo.１０で多くIIiめる。

７．Ｐ７・Ｐ８：南の谷

ｌ）Ｐ７地点

主要樹木花粉の層位的な変動にもとづき下位よりSTC-I

～ＶIの６つの花粉化石群帯を設定した（図１０)。各花粉

化石群帯の境は，放射性炭素年代にによると，ＩとⅡの境

が約S050yrBP，ⅡとIⅡの境が約４８００ｙｌ･ＢＰ，111とⅣ

の境が約４１００yl-BP，Ｖの下限がｌ３２０ｙｒＢｐ以前，Ｖと

VIの境が550ｙｒＢＰである。

STC-Iはコナラ亜属とクリ臆の優Iliにより特徴づけられ，

サワグルミ屈一クルミ胴や，ニワトコ脳，ウコギ科などを

伴う。草本ではイネ科が10％前後IIiめるが他の分類群は

稀である。STC-IIはクリ隅の琳川|とコナラIIl堀の減少によ
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叩'１

ギが上部で優占する。他の分類群は減少し，低率ないし稀

になる。草本ではカヤツリグサ科やイネ科･が多くIliめ，抽

水捕物のガマ属やミツガシワ属Me7り'a77lfﾙ“，湿'|ﾐ植物の
ミズバショウ属などを伴う。

２）Ｐ8地点

花粉化石群の層位的な変化は,Ｂル1雌下部を除いては｢南

の谷」Ｐ７地点と基本的には同様な変化を示す。ｉｆ要樹木

花粉の層位的な変動にもとづぎﾄﾞ付よりSTD-l～ＶIの６

つの花粉化石群帯を設定した（似'１１)。STD-Iで優Iliする

分頬群はなく，ウコギ科や，サワグルミ価一クルミ脱，ブ

ナ，コナラ亜属などが産出する。ｊ伽'i物が砂であり，誘導

化朽とみられるトウヒ属ＰﾉＣｅαを比1校的多く含むなど，金

IllIされた組成である。STD-IIではクリ属やニワトコ属が一

部層準で多産し，コナラ祁屈やサワグルミ屈一クルミ属な

どを伴う。砂が卓越する隅唯でトウヒ偶が多くなる。STD‐

111はクリ属の著しい優占により特徴づけられる。多くの分

類群が減少ないし稀になる巾で，ウルシ偶が低率ながら連

続で産出する。草本ではイネ科やミズバショウ属が低率で，

シダ植物胞子が高率で産する。STD-IVはクリ属の急減と

トチノキ属の急増により特徴づけられ，ハンノキ属やウコ

ギ科を多く伴う。STD-Ｖはブナの似lIiとスギの増ﾉlllにより

特徴づけられる。ハンノキ脳やトチノキ脱が減少し，それ

とは逆にイネ科が期加してIIoIi率をIliめ，ミズバショウ属を

伴う。STD-VIはマツ属複維管束亜属の高率な産出により

特徴づけられる。

８．Ｐ９：第８次調査区

・１ﾐ要樹木化粉のＭ位的な変動にもとづき卜位よりHJ-I，

Ⅱの２つの化粉化ｲili州を設定した（図１２)。HJ-IとⅡ

の境の時↓ﾘlを示す蛮料は1卜られていないが，IIl曹1,.部に狭

在するテフラに蛙づくと|ﾉL州８００～９００年頃である。

HJ-Iは，ハンノキ脇がiWi率ないし比較的断率を占め，ト
チノキ属や，クリ脱，クルミ隅，コナラ11胴，ブナ，ウコ

ギ科を伴う。トチノキ届は全般には低率であるが1Ｖ層上

部で５６％と催11.iする。ウコギ科は111層'二部でll立つ。草

本はイネ科が比較的多くをIliめ，カヤツリグサ科や，ツリ

フネソウ属，タンポポ1111科などが産川する。町-11はブナや，

コナラ亜属，スギの増加および比較的高率な産出により特

徴づけられる。HJ-Iで商率を占めたハンノキ属は減少する。

HJ-II下部のⅡ層ではイネ科が多産し，ガマ属や，ヒルム

シロ偶ＰＣ”ﾉ"ogelI(ﾉﾉ７，サジオモダカ属Ｓａｇ"”γｊα，ミズバ
ショウ属，ミツガシワ脳などの多祁の水生植物を伴う。上

部のＩ暦ではイネ科･が多くIliめるが，水生柿物が稀になり

ヨモギ属が比岐的多くなる。
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響を受ける水深の浅い沼沢であったと推定され，谷中には

ハンノキX,,I地林，谷筋にはオニグルミ林も分布していたと

考えられる。また，この時期には微粒炭量も少ないことか

ら，人の植碓への関ﾉﾉが少なかったとみられる。微粒炭は，

一般に自然に生じたものは蕗濡や火|｣|活動による森林火災

から供給され，人為によるものは炉や焚き火などの燃料と

しての木材の使用や，焼畑などの生業によりもたらされる。

落雷や火山活動による森林火災の場合は，継続期間が短い

ため・時期に多量に供給され，さらに塞間的広がりを持つ。

一方，生業に起因する微粒炭は一度にﾉt産される量は少な

いが長期にわたって供給される。周辺で森林火災や生業が

ない場合には，二次堆積を除けば堆職物巾に微粒炭はほと

んど含まれないため，微粒炭量の変動は周辺での森林火災

あるいは生業の指標になる。

９．大矢沢野田（１）遺跡

花粉化石群は中部)帥と上部隅で異なる(図１３)。すなわち，

中部屑ではクリ属が著しく優占し，上部層ではクリ属が減

少しトチノキ属が比較的多くをI1iめる。‐|部屑ではハンノ

キ属やコナラlMi属も比較的多くを占め，キハダ偶やウルシ

属を伴う。微粒炭は，」二部屑のトチノキ属が比岐的多い陥

準において多く含まれる。

考察

1.三内丸山遺跡における縄文時代前期以降の環境変遷と

生業

三内丸山遺跡の９地点の花粉化石群の層位的変化を，時

間軸を基準に模式化した（図14)。各地点の対比は，脚序

対比を基準とし，細|X分は放射性炭素年代や，土器編作に

よる堆積物の編年と，花粉化ｲ1群の層位的変動に基づき行

った。縄文時代前期以降の花粉化石群は,下'位よりＡ,Ｂ,Ｃ，

D，Ｅ，Ｆ，Ｇ期の７つの植生期に区分される。放射性炭素

年代やテフラに基づくと各期の上限は，Ａ期が約S650yr

BP，Ｂ期が約ＳＯ５０ｙｒＢＰ，Ｃ期が約４８５０ｙｒＢＰ，Ｄ期

が約４１００ｙｒＢＰ，Ｅ期が約１３００ｙｌ･ＢＰ，Ｐ期が約ＳＳＯｙｒ
ＢＰと推定される。

Ｂ期コナラ亜属・ブナの縮小及び局所的なクリ林の拡

大期（約５６５０～Ｓ０５０ｙｒＢＰ；縄文時代前期前半）

この期の上限は放射性炭素年代より約Ｓ０５０ｙｒＢＰと推
定される。イド代からは縄文時代前期l1ii半にあたり，三内丸

'11ムラの集落が造られる前の時期である。台地上や斜面で

は，コナラillf属やブナなどの落葉広葉,樹林が縮小し，ルゥ所

的にクリ林やニワトコ属の林が拡人する。落葉広葉樹林の

減少と相反して微粒炭が蝦しい量になることから，ムラが

形成される以前に人の植生への著しい関与があったことを

示す。一方で，谷内のハンノキ湿地林や谷筋のオニグルミ

林はむしろ拡大したと推定され，森林伐採が台地上を中心

に起こったことを示している。この時期のクリ林は，辿跡

北部の第６鉄塔地区付近や「南の谷」周辺などで局所的

に形成されていたようである。また，ニワトコ属やウルシ

Ａ期コナラ亜属・ブナを主とする落葉広葉樹林期（約

５８００～Ｓ６ＳＯｙｒＢＰ；縄文時代|jii期前半）

この期の下限を示す資料は得られていないがＳ８００ｙｒ

ＢＰより古い。上限は放射性炭素年代より約Ｓ６５０ｙｒＢＰと
見横もられる。周辺の台地上や斜面には，コナラ亜属を主

とし，ブナやニレ属一ケヤキ鵬，キハダ届，カエデ属など

を随伴する蕗葉広葉樹･林があった。ｒ北の谷」は河川の影
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びその他の衰退する分獅洋に分けられる“つまり，食用な

いし有川植物を除く分搬群は減小し稀になる。こうした変

化は人為による柚生への関与があったことを示し，当時の

人々 は集落の周|雌|にクリ林やオニグルミ林をIllilriして人為

的な生態系をつくり植物食を確保していたとみられる。

６３

属の出現とIi-ij所的拡大は，森林伐採に伴い林縁鮮落が広

がったためと推定されるが，Ｃ期になるとニワトコ種子幣

集脚が出土し，ウルシの木材も出|きしているため，人為に

より成培された可能性も秤定できない。

Ｄ期クリ林の優占期（約４８５０～４１００ｙｒＢＰ：細文時

代前期LlI頃からｌｌｌ期）

この期の上限は約４１００ｙｒＢＰと推定され，縄文時代前

期後半から中期未にあたる“但し，上限を含む|縛位は上下

の層位より無機物を多く含む堆債物であるため推定年代の

粘度は低い_，この時期は三内ﾒLlllムラの第Ⅱ～VI1ﾘlに相

J1する。クリ属花粉は「北の谷」や北斜1m,｢南の谷」といっ

たムラの各地で苫し〈優占し，さらに台地上の堆積物であ

る「南盛土」においても優占するか目立つ。クリ属花粉は

広域には散布し難いと考えられるので隣接した場所にクリ

が分布していたことを水しており，住ＩＩｌＩや墓域，盛土など

の施設を除いて台地ｋにはほぼクリの純林が形成されてい

たと考えられる”すなわち，節Ⅱ～Ｖ1期の災期間に渡り

クリの純林が維持・管哩されていたことになり，三内丸山

ムラの形成とクリ林が密接に関係していることが分かる。

Ｃ期クリ林の拡大期（約５０５０～４８５()ｙｒＢｌ〕：縄文時

代前期中噸）

この期の上限は放射性炭素年代より約４８５０ｙｒＢＰと推

定される。この期は三内丸111ムラが洲現（第１期）し円筒

下岬式土器をもつ人々のＡｌ}住が始まった時期である。台地

上および斜IiIiではコナラllli属などの落葉広葉樹が衰退し，

クリ林が拡大する。また，「北の谷」から第６鉄琳地区あ

たりの谷筋にはオニグルミ林が広がっていたと推疋される。

｢北の谷」や「南の谷」の111では，ハンノキ湿地林は縮小し，

カヤツリグサ科やミズバショウ，タデ属サナエタデ節など

が繁茂する湿地が形成され、周DMにはツリフネソウ属やシ

ダ柚物が繁茂していたとみられる，ハンノキ湿地林の細小

は，台地北側の「北の谷」や第６鉄塔地区で顕衿であるが，

これらの地区を「総て場」として利用したことによると号

えられる。この時期の植物肝は，大きくはクリのように急

増する種，｜際立った変化がないオニグルミやキハダ属．及

ｉ|ﾉ1ﾒLllI辿跡の柚412史と人の活動（,ｌｉ川昌i''１ほか）

図１４三内丸|｣|遺跡の各地点の花粉化石僻の対応と植生ljl・主要な分類群のうち樹木花粉に占める頻度が約５％以上のものを

表示し，頻度は記号１個が約１０％，半分が約５％である。１行は縄文前･中期が約１００年,純文後期以降が約２００年間隔である．

１４（，(ｙｒＢＰ） 遺物･テフラ･則
植生期
yｒＢＰ 各地点の花粉化石群の模式化した変動と対比

海水準変動
(福沢ほか.１９９９）
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ムラの川現以降には「南の谷」と「北の谷」の''1は全く

異なった環境に変化したことが指摘できる。すなわち，「南

の谷」ではミズバショウなどが分布するi1IlI地がムラの終馬

まで存続していた。しかし，「北の谷」や沖館川に而する

台地北斜面はムラの第１期にはミズバショウなどが分布す

る湿地であったが，第Il1Ulには多1代の辿物や生涌ゴミの廃

棄により哩積され地表面がi1,1つた邸境が広がった。こうし

た「捨て場」には人髄もlｿ純されていたことが指抽されて

おり（金ﾙj(、２００２：森，2002)．土地利川に規制があった

ことがわかる。

ところで、「北蝋上」北ll1llの台地上に池状の窪地が造ら

れているが，時期や川途は特定されていない。窪地を埋積

する堆積物の下部でクリ|瓜が著しい催,Iiを示すためムラの

第１l～Ｖ1期のいずれかに存在した施設と考えられる。堆

砿物にはラミナが形成され，陸生珪藻を多く含むため，杵

段は地表面が湿った状態にあったが時にl､N水が流入し溜ま

っていたと推定される。こうしたことから雨水を溜める施

設と推定され、三内丸山ムラでは明確な空間利川が行われ

ていることから，１i〔常的に利川された施設とみられる。

Ｅ期トチノキ林の拡大期（約４１００～l900-l300yr

BP：縄文時代後1ﾘlから弥生時代ないし,ITjl1f時代）

この期の上限は不明であるが’300～ｌ９００ｙｒＢＰの

|Alと推定される。約４１()()年前以降に台地l畠ないし斜Ilhiで

はクリ林が縮小してコナラ!||i脳や，クマシデ偶一アサダ腹，

ブナなどの落葉広梁棚林が拡大し，谷筋から斜1mでトチノ

キ林が拡大した。また.トチノキ林の拡大に遅れて｢南の谷」

の中ではハンノキやヤチダモのi1III地林が形成され，ミズバ

ショウやカヤツリグサ科も繁茂していた。トチノキ属の琳

加は，三内丸山遺跡の雌終土器形式である大木１０式土器

包含層（南地区ｌトレンチ）において認められ，さらに中

期終末には「北の谷」でトチ塚が出土し，クリ林の衰退及

びトチノキ林の拡人が集落の終馬と一致する。

この遺跡の縄文時代後期の柚'kは安'+Ｉ（1995）と見解

が異なる。安田（1995）は約４()()()～３３００年前の縄文

時代後期に，再びクリ林を作り||'し集約的利用があったと

した。安''１（199s）が洲行した地点は，縦者らの「北の

谷」であるが，それにｲ'''１lする時1111の唯Ｉｌｉ物と花粉化石僻

は認められなかった。さらに，△ｉＷ'fらの兄解ではこの時期

はクリ林が衰退しトチノキ林が拡大した時期にあたり安'|｜

(1995）の見解を支持しない。

ところで，大矢沢野冊Ｉ（１）辿跡の細文時代前期中頃の

遺物包含肘（円筒1､f層ａ・ｂ式土器）ではクリ属が優勢で

あるが，上位の無遺物胴でクリ脇が減少しトチノキ届が期

川する。微粒炭はトチノキ鵬がjW川Ｉする１１''i準においても多

最に含まれる。堆械速度がｲ<明なため微粒炭量の'脹確な変

動はわからないが，鮫上部試料を除いて堆積物の特徴が類

似するため，トチノキ林の拡大した頃にも多量の微粒炭が

堆械したと推定される。つまり，火矢沢野田（１）遺跡で

はクリ林の縮小が始まってからも低地の周辺で活発な't業

があったことが示されている。また，火矢沢のクリ林の縮

小とトチノキ林の拡人の様｜;Ⅱ（後藤・辻、2000）は三内丸

山遺跡での様相と撤似し，トチノキ利用への変化が三内丸

||_|ムラの終浦と深くかかわっていることを示唆している

Ｆ期ブナ・コナラ亜属が優勢な落葉広葉樹及びスギ林

拡大期（約１３００～Ｓ５０ｙｒＢＰ：７～１５１M:紀頃）

この時期には谷!|'と台地上の植生の双方で変化がI認めら

れる。すなわち谷''１ではハンノキやヤチダモのi1,,1地林が

縮小し，イネ科やカヤツリグサ科が繁茂する湿地が形成さ

れた。また，ほぼ|Til時期に谷筋のトチノキ林が衰退しゼ

ンマイ属などのシダ植物が繁茂したとみられる。こうした

草本が繁茂する11111地は-|和llIaテフラ降下頃に形成された

と推定される。一/j，台地上および斜面ではブナが拡大し，

コナラ亜鵬やクマシデI瓜一アサダI瓜，ニレ順一ケヤキ属な

どの落葉広葉樹に針葉樹のスギを混じえた森林が形成され

た。しかし”樹木花粉が全花粉肥ｆに,11める比率が低下し

ていることから，疎林ないし林が疎らに存在した可能性が

高い。なお，ブナ花粉の釧匝はElWlとＦ期の境で急変する

が，この塊にあたるＢＭｌ:IiIiはIili的に侵食されている可能

性があるため、ブナの拡大MH始はさらに古い時期に遡ると

考えられる。

Ｇ期マツ林の拡大期（約ＳＳＯｙｒＢＰ以降：１５世紀噸
以降）

台地上や斜1ｍでは、ブナやコナラ岨属，クマシデ属一ア

サダ臆などの落葉広葉樹が減小し針葉樹のマツ脇腹維杵

束ｌｌＩｉ属やスギの分布が拡大する。マツ属複維管束ＩＩＩｉ属の

拡人は，京本泥炭の堆械速度から約ＳＳＯｙｒＢＰと推定され

る。一方、谷中にはイネ科やカヤツリグサ科、ミズバショウ，

ミツガシワなどが繁茂する淵ないしi1III地が形成された。

以|全のように，訓人l丸'11辿跡ではコナラlllj属やブナを主

とする落梁広葉樹林が約565()ｙ'･Ｂｌ〕以降に破壊され局所

的にクリ林が形成され，さらにＨ筋下層式土器をもつ人々

の1,,|住の|ﾙl始に伴いクリ林が拡人し，約４８ＳＯｙｒＢＰ以降

にはほぼクリの純林が形成された。その後クリ林は数百年

間維持．符肌されたが，純文時代''１期終末に集落の終駕を

むかえる。中期終末には「北の谷」でトチ塚が出土してト

チノキ利川への兆しがみられ，クリ林の縮小とトチノキ林

の拡大が集落の終燭と一致する。
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２．青森平野周辺における植生史と人の活動

三内丸山遺跡における縄文時代前期以降の植生変遷は，

青森平野附部の大矢沢におけるｲ1'1雌変逃とllWi似し，北八甲

田北東部の田代平（標高約５６５ｍ）とは異なっている（図

15)。田代湿原では，更新|Ⅱ営末のトウヒ属などの針葉樹が

優,'iする'H1寒帯針葉樹林から，カバノキ属ついでコナラ競

属の優I｣iする森林期を経て，約８５００年前以降にブナ腿が

優IIiする冷温帯落葉広葉樹林へと変化し，その後現在まで

ブナ林が存続していた（辻ほか，1983)。大矢沢では，約

6000年前頃にはブナ属やコナラ亜属が優勢な落葉広葉,樹

林が成立していたが，約５０００年前に人為によりクリ届や

ウルシ属が拡大してクリ脳が大部分をＩｌｉめる林が形成され，

約４５００年前頃からそれらの林が縮小しコナラ亜属やトチ

ノキ属を-1ﾐ要素とする落集広葉樹林が拡大した（後藤・辻，

2000)。このように，大矢沢における柿生変遷は三内丸山

遺跡周辺における植生変遷と酷似し，縄文時代前期から中

期のクリ林やその後のトチノキ林の牒衰が平野を中心に起

こった変化であることを示している。また，下北半島の付

け根にある野辺地町向田（18）遺跡においても｜-和田rlI抑

テフラの前後でブナが減少し，その上位の縄文時代前期の

遺物包含層でクリ属やウルシ属の頻度が幾分高くなる（吉

川，2004)。そこではクリの増加は顕著ではないが，=内

丸山遺跡や大矢沢の生態系の変化と類似する。さらに，三

内丸''1遺跡の南西約２ｋｍの丘陵斜面に位置する岩渡小谷

(4)遺跡においても，縄文時代前期にクリ属が優占し，木

製,i｢,11の約半数をクリが占め，クリ果皮も多量に州土してい

る（ＩＬｒ森県埋蔵調街センター，2004)。つまり，規模は異

なるが縄文時代前期には陸奥湾沿岸南部の低地の周囲や丘

陵の各地でクリ林が形成されていた。

縄文時代111期末のクリ林の縮小は，気候の冷涼化より

も人の活動に起因すると推定される。すなわち，完新世の

海而変化は約６０００年前をピークにその後数メートルの上

下振動をくり返し（米倉，1987)，縄文時代中期から後期

初頭には「細文中期の小海退」（太'千|ほか，1982）に対応

Ｂ三内丸山遺跡、

泳薫

ｕｌ

Ｏ－

140.Ｅ140.ＥＡ大矢沢
DB

０－ 41.Ｎ41.Ｎ４１ｇ

ワー

図１５三内丸山遺跡，大矢沢，｜Tl代平（標高約５６５ｍ）における樹木花粉化石群の変進と比較（大矢沢は後藤・辻（2000）を

改変，三内丸山遺跡は「南の谷」と「北の谷」より作成，’11代平は辻ほか（1983）より作成)．
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する海水準の低下に伴い各地で'1坐食谷が形成された（辻，

,989：占川．１９９４など)。また，東郷池の年統堆積物か

ら細文時代巾期末から後1ﾘlにzILllの海水準下降イベントが

あったことが明らかにされている（福沢ほか，1999)。つ

まり，三内丸山ムラのクリ林は完新世の'|｣で気候の温暖な

時期にH1現し，細文時代''1期末の気温が低下したとされる

時期に縮小したことになる。一方，関東平野の大寓台地南

端の川口巾亦,lllilI犀跡遺跡では、クリ属一シイノキ属花粉

が縄文時代前期にすでに雁出し，縄文時代中期のＡｋ－ｋテ

フラ（新術士テフラs-5）｜肖準を含む下位で高率を占める

が，その上位では減少しトチノキ偶が増力|IしてAk-iテフラ

(新富士テフラs-6）の上位で高率になる（辻ほか，1987)Ⅷ

赤山陣墜跡遺跡ではクリ屈一シイノキ届は区別されていな

いが，照葉樹林典素が稀なことや関東平野の完新世の柚

生変遷（,』下川，1999b）から大半はクリ胴とみなせる。ま

た，Ｓ－５テフラは細文時代巾期の勝坂Ｉ式土器と阿玉台式

土器を種い，Ｓ－６テフラの上位で曽利ｌ式土器（加曽利

Ｅ１式）になる（上杉，1990）ため，縄文時代｢'1期土器の

放射性炭素年代（今村ほか，2003）からＳ－５とｓ－６は約

４５００～４３５０年前と推定され，クリ属の減少とトチノキ

凧の増加'111始は約４４５０ｲ|皇前と見械もれる”さらに猪苗代

湖の北l凡iにある法lE尻沼では、約５０００年前の沼沢テフラ

より下位でクリ届が５～’0％を占め，約４８００年前には

約２３％と高率になるがその上位では低率になる（Sohma，

1984；Miyagicta1.,1981)。このように離れた地点でクリ

届が縄文時代中1ﾘ|後半に減少し，さらに火矢沢と赤山陣帰

跡遺跡では同時期の４５００～４４５０年前頃にクリ属が減少

するのみでなくトチノキルバが附加する、北川（2004）は青

森県の縄文時代前期から晩期において温暖な時期にクリ花

粉が増加し，寒冷な時期にクリが減少してトチノキ花粉が

瑠加することを示し．この要因を青森ﾘ,Lがクリの分布北限

のため寒冷期にはクリの俄培に適さなくなったこと，およ

びトチノキは冷害に強く寒冷期には灰汁抜きにも何利なこ

とと推定した。しかし，気象庁の気象観測データによると

青森市の過去２５年間の年平均気淵は10.3℃（範|ﾉ|:'９．０～

11.7℃）で，川11巾に隣接するさいたまIliは14.7℃（範囲

13.4～15.8℃）と，｜山附の年平均気洲には約4.4℃の熊が

ある。さらに遠隔地で同時期に類似した変化が起こったこ

とから考えると，気候の冷涼化のみでクリの減少を説Ⅲlす

るのは無理があり，人為によるとみるほうが妥当であろう。

また，三|ﾉ､l丸'11辿跡と，火矢沢，赤山lili隈跡遺跡における

共通した変化は，クリの衰退がトチノキ利用の文化により

もたらされたことを強く示唆している。

縄文時代中期後半のトチノキ林の拡大を気候の冷涼化と

人為の面から検討してみる。トチノキは，田代平（辻ほか，

1983）では十和Ｈ|中諏テフラより卜位で川現するが目だっ

た変化はみられず，平野を中心に拡大した□この拡大の開

始は大矢沢で約４５００年前と三内丸山遺跡より数口年早い

時1ﾘlが推定されているが，三内丸111遺跡ではこの胴準の年

代が得られておらず確かではない。また，赤１１１陣瞳跡遺跡

では前述のように約４４５０年前と大矢沢とほぼ111時期であ

る。約４０００～１５００年前には気候が冷涼化し柿生に影稗

したことが推定されており（塚'11.1981)，トチノキ林の

拡大は気候の冷涼化とする兇解が多い（後藤・辻，２０００：

北川，2004)。しかしながら，三内丸111遺跡と大矢沢，赤

llllIll1屋跡辿跡といった地形環境の出なる離れた辿跡におい

て化粉化而群が同様の変化を示し，クリの減小に伴って||I

DI!‘し急速に拡大すること，トチノキとしばしば共存するサ

ワグルミルバに目立った変化が認められないこと，火矢沢野

川（１）辿跡ではクリ林の縮小が始まってからも脇しい微

粒炭が堆砿物l-lLlに含まれﾊiil辺で活発な生業が続いたと推

定されることは，トチノキ林の拡大が人為によりもたらさ

れたことを示唆している。トチノキ林は細文時代後．晩期

には関東平野や東北地方の各地で優勢で，さらに烏蝋部の

宮城県里浜且塚においても縄文時代後期に形成される（,Ｉｆ

川、1999a)。トチノキ種子は重ﾉJ落下後にほとんどすべ

てがアカネズミなどの小動物の貯食行動により，二次的に

傾斜方向のみでなく全方向に運搬されることが|ﾘlらかにさ

れている（伊佐淵・杉田、1997)”種子の食害と発芽率は

確認されていないが，小肋物による拡散により各地の谷筋

を中心にほぼ同時期にトチノキ林が形成されたとは考え雌

い。さらに，大矢沢野、（１）遺跡の東方にある１１見野湿

原（Yamanaka,1979）ではトチノキ属は約３１ＳＯｙｒＢＰの
－時期のみ比較的高率を占めるがそれ以降は稀であるよう

に，トチノキ林は遺跡周辺の斜而から谷筋でuだって多い

ようである。縄文||ｷ代晩1ﾘlの亀ヶ岡遺跡におけるトチノキ

胴花粉の同率出lIlから，何らかの人の関与があった可能性

も脂摘されているが（安'''’1980)，十分な根拠があるわ

けではない。縄文時代中期後半には，東北地方南部の宮畑

辿跡（吉川純子，2004）では人が利用したと考えられるト

チノキ種子の破片が出土し，和台遺跡では祭祁や儀礼など

のilJ能性が考えられる遺構から炭化したクリ果実やオニグ

ルミ内果皮とともにトチノキ種子が出土している（飯野'111

教育委興会，2003)。つまり，純文時代''１期後半にはトチ

ノキは利川されていたと考えられ，縄文時代後!'ﾘl以降の/'１

業を明らかにするためにも，今後，トチノキ林の形成要|大｜

をＩｌらかにする必典がある

ところで，三内丸山ムラでは純文時代''二1期後半に施設NI」

|i1fの規則性が崩れ，中期末にはムラが縮小する．こうした

規制のﾘﾘまりや集落の拡散は，クリ林の縮小およびトチノ

キ林の拡大と密接に関係し，それまでのクリ利川を中心と

してた体系的な文化が，トチノキ利用の文化へ似倒したこ
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とを|肝示している、急速なクリ林の縮小と|'|然林の復活は，

純文時代111期後半にクリの維持・禰哩が行われなくなった

ことを示し，トチノキ利川を'''心とした文化が言内丸山ム

ラの終潟をもたらしたことを示唆している。
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タデ腿サナエタデ節一ウナギツカミ節
タテ属イタドリ節

アカザ科･一ヒユ科

ナデシコド斗

カラマッソウ属

他のキンポウゲ科
アブラナ科

パラ科

マメ科

ミズタマソウ属

ツリフネソウ属

セリ科

ネナシカズラ属
オミナエシ属

ゴキヅル胴
ヨモギ胴

仙のキク'|研斗
タンポポilIi科

付表１「北の芥｣Ｐｌ地点の花粉分析結果一覧表(1)

フーフ

β､ソ’
一J．イ1１柘

崩水

トウヒ閥

マツ脳ili維管束INi鵬
マツ偶複維管束!Ⅲ属

マツ属（不明）

コウヤマキ属
スギ

イチイ科一ヒノキ科一イヌガヤ科
ヤナギ脳

サワグルミ属

クルミ川

クマシデ価一アサダ偶

カペノキ胴

ハンノキ価
プナ

コナラ鵬コナラjlIi偶

コナラ価アカガシＩＩｌｉ閥

クリ属

シイノキ腿

ニレ属一ケヤキ鵬

エノキ随一ムクノキ鵬
カツラ鵬

キハダ風

ウルシ１１バ
モチノキ鵬

ニシキギ鵬

カエデ価

クロウメモドキ科

ブドウ風

ツタ属
シナノキ鵬

マタタビ帆

ウコギ科
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イポタノキ偶

トネリコ鵬

ニワトコルＪｉ
スイカズラ脳

fIY本

ガマ鵬

ガマ偶一ミクリ脇

イネ科

カヤツリグサ科

ミズパショウ属

ユリ科

クワ科

ギシギシ鵬
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付表２「北の谷｣Ｐｌ地点の花粉分析結果一覧友(2)
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ll1jイタドリ節
閥
ザ科一ヒユ科

三内丸111遺跡のhＭそ史と人の活動（占lllIご}仲ほか）

－
１
一
一
声
－
１
．
７
－
１
一
・
一
７
一
・
一
一
・
一
３
１
－

｢南の谷」Ｐ８地ﾉ,Wの花粉分析結果・随災（１）付表１１

－
１
。
一
一
１
一
・
７
－
７
－
２
・
・
一
・
一
一
・
－
４
７
－

４５６７Ｈ９ｌＯｌｌｌ２１３学名 フ３－名

一
Ⅱ
Ⅱ
８
二
一
。
■
Ⅱ
■
幸

モミ属
ツガ属
トウヒ属
カラマツ風
マツ閥単維管蜘1M属
マツ膜複維管蜘Ni脳
マツ属（不明）
コウヤマキ鵬
スギ
イチイ科一ヒノキ科一イヌガヤト:｜
ヤナギ胴
ヤマモモ属
サワグルミ胴一クルミ属
クマシデ属一アサダ属
ハシバミ凧
カペノキ偶
ハンノキ属
ブナ

コナラ偶コナラIMi脳
コナラ属アカガシ岨属
クリ風
シイノキ属
ニレ脱一ケヤキ鵬
エノキ閥一ムクノキ属
ヤドリギ閥
カツラ属
サンショウ随
キハダ楓
ユズリハ属
ウルシ属
モチノキ価
ニシキギ科
カエデ鵬
トチノキ属
クロウメモドキ科
ブドウ属
ツタ閥
シナノキ属
マタタビ属
ウコギ科
ミズキ属
ツツジ科
エゴノキ閥
イポタノキIバ
トネリコ胴
ニゾトコ鵬
ガマズミ鵬
タニウツギ属

ｌＶＹ本
ガマ腕
ヒルムシロ属
イネ科
カヤツリグサ科
ミズバショウ属
ホシクサ属
アヤメ科
クワ科
ギシギシ肌
タデIIL[iサナエタデ節一ウナギッカ
タデ帆イタドリ節
ソパ風
アカザ科一ヒユ科
ナデシコ科
ヒツジグサ属
カラマッソウ帆
他のキンポウゲ科
アブラナ科
ワレモコウ鵬
他のバラ科
マメ科
ツリフネソウ腕
ミソハギ属
アリノトウグサルバ
セリ科
リンドウ閥
シソ科
ナス鵬
オオペコ脳
オミナエシ脳
ヨモギ属
他のキク亜科

ﾗ端i型iー
ヒカケノカズラ鵬
ゼンマイ属
’'1条1W胞子
ミ条卿胞子
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■
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Ⅱ
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〉
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為
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〃
‐
一
○
４
０
０
斗
・
ロ
、
〃
』
、
、
“
一
〆
ｈ
〉
。
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
８
，
、
平
ら
、
。
〃
一
凸
宇
一
一
一
画
。
一
一
■
Ⅱ
Ｂ
ａ
Ⅱ
■
、
●
、
》
一
ノ
ノ
．
一
一
１
８
０
一
一
》
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
』
６
１
１
。
－
一
、
●
〃
』
■
Ⅱ
Ｅ
『
ノ
〃
、
一
、
Ｊ
－
０
Ⅱ
Ⅱ
。
、
″
一
一
一
一
（
‘
ク
‐
一
。
Ⅱ
Ⅱ
凸
．
、
〃
』
竹
Ⅱ
Ⅱ
４
Ⅱ
Ⅱ
《
、
〃
一
。
Ⅱ
０
も
■
■
も
″
〃
一
一
６
１
１
勺
〃
〃
』
０
１
１
－
９
１
５
、
ロ
グ
』
６
１
１
、
〃
一
心
“
Ｕ
●
Ⅱ
８
。
Ⅱ
且

６
０
■
。
、
、
〉
《
■
グ
ー
、
、
〉
（
、
〃
』
｜
″
、
〉
’
４
，
●
一
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
戸
、
虫

も
Ⅱ
且
■
Ⅱ
０
■
Ⅱ
皿

一
’
一
・
’
７
２
－
８
１
１
．
／
ｈ
７
．
０
戸
、
Ｄ
〉
４
．
９
３
４
．
’
７
一
一
・
一
一
・
－
一
一
１
．
、
〉
・
１
．
一
一
一
・
一
・
１
２
４
．
．
《
１
．
－
１
９
》
・
３
１
１
１
．
７
－
１
．
４
，
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’
三
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Ｕ
》
６
・
》
。
、
●
″
一
》
４
０
・
・
３
”
６
３

、
、
〃

。
Ⅱ
Ⅱ
、
宮
〃
一
戸
、
Ｄ
狸
、
、
）
〆
、
０
》
堂
、
Ｄ
）
グ
ロ
、
〉
６
１
１
一
、
ク
ー

ヘ
リ
Ｆ
一
。
■
■
■
Ⅱ
■

凸
宇
■
Ⅱ
Ｂ
■
日
日
一
『
〃
，
輯
写
守
屋
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Ｊ
Ｇ
Ｉ
ｌ
一
画
０
４
０
６
Ⅱ
Ⅱ
⑪
ご
”
ご
小
〕
〃
一
（
■
″
一
・
画
。
。
一
ね
処
○
一
戸
、
．
ｗ
寺
一
己
０
埜
口
一
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』
一
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〃
』
』
一
』
『
■
Ⅱ
０
１
１
〉
写
。
－
－
０
４
○
↓
一
二
一
一
輔
写
●
●
■
Ⅱ
Ⅱ
』
卓
一
■
Ⅱ
巳
Ｃ
一
一
宅
″
〃
』
手
一
一
・
一
一
・
一
一
一
咽
“
，
盲

刈
『
．
■
Ⅱ
Ⅲ
一
、
〃
』
□
昼
，
〉
ハ
エ
》
〃
、
雪
、
）
０
１
１

．
■
Ⅱ
Ⅱ
一
Ｇ
日
且
一
《
〕
〃
、
０
日
Ⅱ
一
一
〃
品
Ｕ
戸
．
、
，
》
０
１
０
勺
Ⅱ
日
／
毎
ｍ
〉
、
”
、
》
⑪
為
Ｕ
一
〈
叩
叩
〉
一
一
一
輯
。
一
一
。
Ⅱ
Ⅱ
０
１
０
・
一
も
Ⅱ
＆
、
グ
ノ
ー
ー
』
一
一
■
■
且
一
一
一
一
■
こ
り
〉
《
，
〃
全
一
一
』
一
●
■
Ⅱ
Ⅱ
一
一
一
一
、
〃
』
⑧
辛
き
・
・
、
〃
一
一
一
』
一
一
一
一
一
幸
一
一
。
』
一
一
。
■
《
、
、
）
一

つ
．
、
）
、
、
〉
《
ロ
〃
』
●
Ⅱ
０
〆
ｈ
）

－
４
『
○
一
、
”
〃
一
・
、
〃
〃
一
一
グ
塩
Ｕ
、
、
．
》
へ
，
グ
ー
》
一
ｍ
『
／
⑪
夷
叩
・
勺
〃
〃
』
、
、
ロ
〉
勺
も
Ｊ
へ
〕
ノ
寺
今
咽
↓
○
一
、
隼
、
Ｊ
・
－
６
Ⅱ
Ⅱ
一
一
》
一
一
一
、
０
〃
』
。
“
０
－
一
一
細
“
．
白
日
■
■
■
１
一
。
■
。
、
雪
、
）
戸
、
、
》
一
。
『
一
、
ロ
グ
一
．
１
Ｊ
●
一
一
凸
》
》
色
一
。
》
字
』
一
○
一
一
日
Ⅱ
Ⅱ
。
Ⅱ
Ⅱ
一
一
■
一
一
一
一
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刈
牛
‘
。

つ
く
ロ
）
９
１
４
、
、
”
’
１
鉛
．
０
Ⅱ
巳
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一
一
召
二
日
且
一
一
ヘ
ロ
ク
ー
〆
一
院
Ｕ
ｌ
｜
〈
Ⅲ
〉
、
、
）
・
『
／
〃
ハ
ビ
叩
△
ぬ
冬
ワ
ー
ハ
印
〃
■
Ⅱ
且
〆
”
、
）
一
、
厚
、
》
。
一
口
Ⅱ
＆
一
日
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Ｐ
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４
一
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。
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一
一
一
一
句
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グ
』
自
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■
Ｂ
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一
・
』
』
刈
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‐
ハ
叩
〕
一
ご
一
一
、
、
）
０
Ｏ
Ｌ
・
一
一
一
。
■
Ⅱ
Ⅱ
●
。
①
一
一
日
Ⅱ
４
一
一
一
一
ａ
Ⅱ
８
。
－
一
・
一
一
一
・
一
つ
、
Ｊ
画

勺
”
〃
一
勺
１
４
心
ユ
０
■
Ⅱ
０
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
８
へ
ロ
グ
一
０
１
４

Ｑ
Ⅱ
■

↑
・
Ｉ
・
’
８
４
，
．
．
０
り
《
４
．
妬
別
邸
、
●
豚
一
咽
・
３
・
・
》
・
へ
●
″
一
・
、
、
〃
・
・
・
７
．
１
．
２
．
－
．
．
『
《
５
り
一
・
・
・
３
９
１
．
．
，
．
，
〃
・
・
・
・
、
，
″
』
｜
・
１
．
１
．
．
３
、
″
一
『
・
・
・
｜
・
・
・
４
．
・

・
１
４
３
’
３
４
１
．
－
’
’
３
６
４
３
２
２
．
４
『
・
・
・
・
・
・
２
・
’
３
．
１
．
｜
・
｜
・
・
’
一
》
１
．
．
７
』
Ｉ
別
”
一
抑
－
３
４
．
－
１
．
２
．
．
７
２
・
・
”
一
両
－
１
１
４
‐
７
一
・
・
４
１
９
２

１

１
１
‐
２
６
斗
５
３
４

１

６
７
』
７
』

一
、
Ｊ
一
一
一
／
ｂ
ｎ
Ｕ
ニ
ー
Ⅱ
、
、
〉
４
，
Ｈ
Ｕ
１
ｌ
Ｈ
〉
ｉ
Ⅱ
《
、
Ｊ
一
一
一
一
一
・
勺
、
）
一
一
一
４
．
画
－
１
１
１
１
１
１
『
ノ
。
』
一
一
・
／
ｎ
〉
。
／
ｂ
』
１
１
『
二
４
．
１
１
－

Ｉ
ｌ

Ｑ
ノ
ー
ｌ
／
ｈ
）
〈
Ｈ
⑪
－
１
１

，
〃
』

凸
『
〃
〃
、
〃
－
１
１
凸
争
Ｈ
”
幻
“
０
－
堂
『
ノ
ノ
ｕ
〃
０
尋
．
１
１
。
、
》
宇
心
鉛
．
一
君
１
０
』
、
、
》
尋
、
、
〉
』
。
、
グ
ー
１
０
一
一
・
Ｐ
ｌ
Ｉ
４
苛
二
一
一
画
１
４
，
１
１
一
』
。
こ
《
、
ｊ
》
－

，
Ｊ
Ｐ
、
』
、
〃
一
『
〃
ノ
正
、
．

、
ノ
ー
１
０
、
〃
一
・
、
〃
一
戸
、
》

６４

２１

３ ２

.リ

壷
１
３
５
４
．
７
一
声
７
．
．
－
１
６
．
４
一
壱
３
５
。

７
４
１
３

－
１
８
８
４
－
－
３
－
４
．
一
一
１
７
－
３
一
一
一
６
。

７
』
３
４
－
３

毒
１
２
３
５
－
６
雪
１
．

４
４
７
』

７１

．
３
１
。

－
１
１
・
・
三
一
一
８
・
一
一
・
３
一
一

０１

．
１
８
．
・
一
言
１
４
・
・
・
・
９
１
－

毒
７
５
。

１
雲

２７
フ
ー

・
一
、
〃
』
』
８
日
０
一
一
一
二
画
⑪
鈍
叩
□
。
Ⅱ
８
二
．
日
日
●
Ⅱ
Ⅱ
■
一
ニ
ニ
リ
ク
』
二
②
客
■
②
．
〃
ｈ
》
『
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１

２

３

－
１
６
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一
一
１
－
１
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１
一
一
一
・
－
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１
－
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３
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３
６
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、
６
７
』
３

、
１
１
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付表１２「南の谷」Ｐ8地点の花粉分析結果一覧表（２）

４

学ｆ'，'１名 1４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５ 2６

↑
３
．
６
言

科
カ
ヤ
ツ
ガ
ギ
ヌ
ナ

イ
航
ウ

ー
ミ
胴
属
脇

科
ル
ダ
胴
帆
キ
節

Ｊ
ｆ
ｊ
Ｊ
ｉ
Ｊ

ｊ
ｊ

キ
ク
サ
州
、
ン
肌
ノ
科
デ
節
科
料
肌

Ｉ
Ｉ４

州
』
ノ
ー
ア
ラ
ガ
キ
ク
キ
科
刷
タ
リ
１
偶
ゲ
偶
サ

。
’
、
。
－
、管

椅
明
属
上
胴
一
ナ
カ
ヤ
ム
属
ド
鵬
膳
順
サ
ウ
エ
ド
上
屈
ウ
ウ
順
ウ
グ
属
科
科

屈
維
維
不
キ
一
属
ミ
屈
属
属
属
コ
ア
価
ケ
ー
属
ウ
属
属
科
属
モ
属
属
属
キ
屈
腫
属
ギ
ロ
グ
ョ
属
属
ナ
タ
ー
科
サ
ソ
ポ
科
ウ
科
ソ
属
ゥ
屈
属
シ
帆
亜

属
シ
蝋
腹
Ｉ
マ
科
属
モ
ル
デ
ミ
キ
キ
属
属
キ
ー
属
ギ
属
ョ
偶
へ
偶
キ
ギ
属
キ
メ
属
キ
ビ
科
属
科
キ
ノ
コ
コ
ミ
ッ
シ
リ
シ
サ
科
シ
サ
イ
科
コ
グ
ッ
ン
ナ
コ
ラ
ネ
ギ
ト
ウ
コ
ェ
属
ク
ポ

屈
屈
ヒ
マ
臓
屈
肌
ヤ
イ
ギ
モ
グ
シ
鱗
ハ
ノ
ノ
ラ
ラ
肌
ノ
属
キ
リ
ラ
シ
ダ
リ
シ
ノ
キ
デ
ノ
ウ
ウ
属
ノ
タ
ギ
キ
ジ
ノ
タ
リ
ト
ズ
ウ
本
屈
ム
科
ッ
。
ハ
ク
メ
科
ギ
属
屈
脳
ザ
シ
ジ
マ
キ
ラ
モ
。
ハ
科
フ
ハ
ノ
科
ド
科
脆
ペ
ナ
ギ
キ
ポ

ミ
ガ
ウ
ラ
ッ
ッ
ッ
ウ
ギ
チ
ナ
マ
ワ
マ
シ
学
ハ
ン
ナ
ナ
ナ
リ
イ
レ
ノ
ド
ッ
ン
ヘ
ズ
ル
チ
シ
エ
チ
ロ
ド
タ
ナ
タ
コ
ズ
ッ
ゴ
ボ
ネ
ワ
マ
ー
ー
マ
ル
ネ
ヤ
ズ
シ
ヤ
ワ
シ
デ
デ
バ
カ
デ
ッ
ラ
の
ブ
レ
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メ
リ
ソ
リ
リ
ン
ソ
ス
ォ
ミ
モ
の
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モ
ッ
ト
カ
マ
マ
マ
コ
ス
イ
ャ
ャ
サ
ク
ハ
カ
ハ
プ
コ
コ
ク
シ
ー
ー
エ
ャ
カ
サ
キ
ュ
ウ
モ
・
一
カ
ト
ノ
プ
ッ
シ
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ミ
ッ
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ギ
タ
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付表１４火矢沢野''二Ｉ（１）遺跡の遺物包含牌の花粉分析粘果一覧炎
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